
平成２６年度第５回県政参画電子アンケート 

『廃棄物に関する県民アンケート』調査結果 

 

１ 調査概要 

・テーマ：廃棄物に関する県民アンケート 

 ・期間：平成 26 年 7月 10 日(木) ～ 7 月 22 日(火) 17:00 まで 

 ・対象：県政参画電子アンケート会員 

 ・回答：４０４名／４８１名（８４．０％） （※回答者数は重複回答者除く） 

  

２ アンケートの調査目的 

本県では、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）の規定に基づき「鳥取県廃 

棄物処理計画」を平成２３年度に策定しているところですが、今年度をもって計画年度が終了 

することから、次期廃棄物処理計画（計画年度：平成２７年度から３０年度まで）について検 

討を行っているところです。 

   この計画は、廃棄物の発生抑制、減量、リサイクル及び適正処理を着実かつ計画的に推進する

ためのものであり、本県において循環型社会の実現を目指すための行動計画となるものです。 

   今回の調査は、計画を検討するに当たり、廃棄物に対する県民皆様の意識や御意見などを参考

にさせていただくために実施するものですので、御協力よろしくお願いします。 
 

（問１）あなたの性別を教えて下さい。  

１ 男性    171 人 42.3% 
 

２ 女性    233 人 57.7% 
  

 

（問２）あなたの年齢をお答えください。  

１ １８～２９歳    53 人 13.1% 
 

３ ３０～３９歳    117 人 29% 
 

４ ４０～４９歳    121 人 30% 
 

５ ５０～５９歳    55 人 13.6% 
 

６ ６０～６９歳    42 人 10.4% 
 

７ ７０歳以上    16 人 4% 
  

 

（問３）あなたのお住まいはどちらですか  

１ 鳥取市    156 人 38.6% 
 

２ 岩美郡    4 人 1% 
 

３ 八頭郡    10 人 2.5% 
 

４ 倉吉市    32 人 7.9% 
 

５ 東伯郡    32 人 7.9% 
 

６ 米子市    117 人 29% 
 

７ 境港市    21 人 5.2% 
 

８ 西伯郡    20 人 5% 
 

９ 日野郡    7 人 1.7% 
 

１０ 県外    5 人 1.2% 
  



 

（問４）廃棄物の処理やリサイクルについて、関心をお持ちですか  

１ とても関心がある    102 人 25.2% 
 

２ ある程度関心がある    243 人 60.1% 
 

３ あまり関心がない    51 人 12.6% 
 

４ 全く関心がない。    7 人 1.7% 
  

鳥取県では、廃棄物を出さない持続可能な社会の実現を目指して、「リフューズ（断る）」、「リデュース（減量化）」、

「リユース（再使用）」、「リサイクル（再生利用）」の『４Ｒ』を推進しています。それについて次の問いにお答えください。 

（問５）「４Ｒ」についてご存じですか。  

１ よく知っている    61 人 15.1% 
 

２ 少しは知っている    181 人 44.8% 
 

３ 「４Ｒ」は知らないが、国が進

めている「３Ｒ」なら知っている  
  87 人 21.5% 

 

４ 全く知らない    73 人 18.1% 
  

 

（問６）「４Ｒ」の取組として次のようなものがありますが、あなたが行われているものはありますか。 

（３つまで複数回答可）  
１ 不要なものは買わない（もら

わない）ようにしている（簡易包

装、マイバックの利用など） 

【リフューズ】  

  260 人 64.4% 
 

２ ごみがで出にくい商品（詰め

替え製品、充電式の乾電池、寿

命の長い電球など）を選んでいる

【リデュース】  

  182 人 45% 
 

３ 牛乳瓶やビール瓶など繰り返

し使えるリターナブル瓶の商品を

選んでいる【リユース】  

  29 人 7.2% 
 

４ ものが壊れても、すぐに捨て

ずに修理して使っている【リユー

ス】  

  87 人 21.5% 
 

５ リサイクルショップやフリーマ

ーケットを利用している 

【リユース】  

  104 人 25.7% 
 

６ 資源ごみ（びん、缶、ペットボ

トル、紙類、牛乳パック、トレー

等）を分別して出している。 

【リサイクル】  

  308 人 76.2% 
 

７ 生ごみの水切り又は堆肥化を

している 

。【リデュース、リサイクル】  

  62 人 15.3% 
 

８ どれもしていない。（※次は問

８へ）  
  13 人 3.2% 

 

 

 

 



（問７） 問６で回答した取組をどの程度行っていますか。 

複数回答された方は、特に取組の割合の高い選択肢についてお答えください。  
１ いつも行っている。（目安：１０

回中 ８～１０回程度）  
  276 人 68.3% 

 

２ ときどき行っている。（目安：１

０回中 ５～７回程度）  
  97 人 24% 

 

３ たまに行っている。（目安：１０

回中 ３～４回程度）  
  15 人 3.7% 

 

４ あまり行っていない。（目安：１

０回中 １～２回程度）  
  2 人 0.5% 

 

 

 

日本では食べ残しなどの食品ロスが年間約５００～８００万トン発生しています。これは、コメの年間生産量に匹敵す

る量で、一人当たりに換算すると、おにぎりを毎日約１～２個捨てている計算となります。 
これを踏まえて次の設問にお答えください。 

 

（問８）上記のような現状をご存じですか。  

１ よく知っている    57 人 14.1% 
 

２ おおよそ知っている    195 人 48.3% 
 

３ 知らなかった    151 人 37.4% 
  

 

（問９）家庭で食べ残し等の食品ロス(生ごみ）が少なくなるような工夫や行動をしていますか。（具体例：食

品を必要量だけ購入する、食べきれる量に合わせて調理する、野菜の茎や皮などの余り物も料理に利用

する、など）  

１ いつもしている   209 人 51.7% 
 

２ ときどきしている   125 人 30.9% 
 

３ あまりしていない   56 人 13.9% 
 

４ ほとんどしていない   14 人 3.5% 
  

 

（問１０）問９の工夫等をしない理由は何ですか。＜複数回答可＞  

１ 面倒だから    102 人 25.2% 
 

２ もったいないと思わないから    6 人 1.5% 
 

３ ごみが減ると思わないから    26 人 6.4% 
 

４ 特に問題があるとは感じてい

ないから  
  28 人 6.9% 

 

５ その他    38 人 9.4% 
  

 

（問１１）外食時や宴会等で、食品ロス（食べ残し）が少なくなるような工夫や行動をしていますか。（例：食べ

きれる量を注文する、宴会時に参加者に食べきりを呼びかける 等）  

１ いつもしている   229 人 56.7% 
 

２ ときどきしている   95 人 23.5% 
 

３ あまりしていない   47 人 11.6% 
 

４ ほとんどしていない   28 人 6.9% 
  



 

（問１２）問１１の工夫等をしない理由は何ですか＜複数回答可＞  

１ 面倒だから    74 人 18.3% 
 

２ もったいないと思わないから    10 人 2.5% 
 

３ ごみが減ると思わないから    11 人 2.7% 
 

４ 特に問題があるとは感じてい

ないから  
  33 人 8.2% 

 

５ その他    47 人 11.6% 
  

 

（問１３）県では、飲食店等の協力店で食べきりを啓発する事業を検討していますが、この取り組みについ

てどう思われますか。（飲食店の啓発例：小盛メニューの設定、食べきりの呼びかけ、ポスター等での啓発 

等）  

１ 積極的に実施すべき   247 人 61.1% 
 

２ 実施しないよりはした方がよ

い 
  127 人 31.4% 

 

３ 実施しなくてもよい   17 人 4.2% 
 

４ その他   9 人 2.2% 
  

 

（問１４）ごみを減らすために、マイバックを持参したり、レジ袋を断ったりしていますか。  

１ いつもしている    257 人 63.6% 
 

２ ときどきしている    105 人 26% 
 

３ あまりしていない    19 人 4.7% 
 

４ ほとんどしていない    22 人 5.4% 
  

 

（問１５）問１４の行動をしない理由は何ですか。＜複数回答可＞  

１ 面倒だから    40 人 9.9% 
 

２ もったいないと思わないから    12 人 3% 
 

３ ごみが減ると思わないから    19 人 4.7% 
 

４ 特に問題があるとは感じてい

ないから  
  18 人 4.5% 

 

５ その他    60 人 14.9% 
  

 

（問１６）包装が過剰な商品や不要な包装は断ったりしていますか。  

１ いつもしている    208 人 51.5% 
 

２ ときどきしている    118 人 29.2% 
 

３ あまりしていない    43 人 10.6% 
 

４ ほとんどしていない    29 人 7.2% 
  

 

 

 



（問１７）問１６の行動をしない理由は何ですか。＜複数回答可＞  

１ 面倒だから   88 人 21.8% 
 

２ もったいないと思わないから   16 人 4% 
 

３ ごみが減ると思わないから   10 人 2.5% 
 

４ 特に問題があるとは感じてい

ないから 
  31 人 7.7% 

 

５ その他   42 人 10.4% 
  

 

（問１８）詰め替え商品や、容器等が少ないばら売り商品などを購入されていますか。  

１ いつもしている    271 人 67.1% 
 

２ ときどきしている    99 人 24.5% 
 

３ あまりしていない    18 人 4.5% 
 

４ ほとんどしていない    12 人 3% 
  

 

（問１９）問１８の行動をしない理由は何ですか。＜複数回答可＞  

１ 面倒だから    42 人 10.4% 
 

２ もったいないと思わないから    9 人 2.2% 
 

３ ごみが減ると思わないから    14 人 3.5% 
 

４ 特に問題があるとは感じてい

ないから  
  24 人 5.9% 

 

５ その他    39 人 9.7% 
  

 

（問２０）県では、詰め替え商品やばら売り商品などの簡易包装を推進する事業を検討していますが、 

この取り組みについてどう思われますか。  

１ 積極的に実施すべき    301 人 74.5% 
 

２ 実施しないよりはした方がよ

い  
  83 人 20.5% 

 

３ 実施しなくてもよい    11 人 2.7% 
 

４ その他    7 人 1.7% 
  

 

（問２１）自宅から出る生ごみの処理についてお尋ねします。生ごみをどう処理されていますか。  
１ 可燃ごみの袋に入れて、ごみ

ステーションに出している  
  276 人 68.3% 

 

２ 分別して、市町村等が行って

いる生ごみ回収に出している  
  68 人 16.8% 

 

３ 生ごみ処理機やコンポストな

どを使って家庭で処理している  
  47 人 11.6% 

 

４ その他    11 人 2.7% 
  

 

 

 



（問２２）可燃ごみの５５パーセントは水分であり、生ごみの水切りをすることによって、ごみの量を減らし処

理費用を削減することができますが、あなたは、生ごみの水切りをしていますか。  

１ いつもしている    266 人 65.8% 
 

２ ときどきしている    76 人 18.8% 
 

３ していない    60 人 14.9% 
  

 

（問２３）水切りをしない理由は何ですか。＜複数回答可＞  

１ 水切りが面倒だから    63 人 15.6% 
 

２ そのまま、生ごみ回収に出し

たり、コンポスト等で処理するの

で必要ないから  

  25 人 6.2% 
 

３ 水切りに効果があると思わな

いから  
  17 人 4.2% 

 

４ 水切りのことを知らなかった

から  
  27 人 6.7% 

 

５ その他    18 人 4.5% 
  

 

（問２４）段ボールにもみ殻燻炭やピートモスなどを入れた容器で、電気を使わずに家庭で生ごみを 

堆肥化する方法を御存じですか  

１ やっている    13 人 3.2% 
 

２ やったことがあるが、今はや

っていない  
  20 人 5% 

 

３ やったことはないが、知ってい

る  
  131 人 32.4% 

 

４ 知らない    234 人 57.9% 
  

 

（問２５）段ボール堆肥化をやらない理由は何ですか。＜複数回答可＞  

１ 面倒だから    41 人 10.1% 
 

２ 生ごみ回収に出したり、コン

ポスト等の方法で処理するので

必要ないから  

  33 人 8.2% 
 

３ 効果があると思わないから    10 人 2.5% 
 

４ 段ボール堆肥化のやり方が

分からないから  
  54 人 13.4% 

 

５ その他    59 人 14.6% 
  

 

（問２６）今後、生ごみをリサイクルするために、可燃ごみと生ごみを分別して市町村が回収（例えば、ごみ

ステーションに生ごみ専用のバケツを置いて回収）するようになった場合、生ごみの分別回収に協力します

か  

１ 積極的に協力する   149 人 36.9% 
 

２ なるべく協力する   147 人 36.4% 
 

３ あまり協力しない   26 人 6.4% 
 

４ 協力しない   16 人 4% 
 



５ 分別回収には出さずに、自宅

で処理する 
  33 人 8.2% 

 

６ 分からない   30 人 7.4% 
  

 

（問２７）生ごみを材料とした肥料（堆肥、液肥）を使ってできた農作物を買いたいと思いますか。  
１ 環境にやさしいので、他の農

作物よりも価格が少々高くても、

買いたい 

  60 人 14.9% 
 

２ 他の農作物と同価格であれ

ば、買いたい 
  226 人 55.9% 

 

３ 他の農作物より安ければ、買

いたい 
  94 人 23.3% 

 

４ いくら安くても、買いたくない   19 人 4.7% 
  

 

（問２８）自宅から出る紙ごみはどのように処理されていますか。  
１ 新聞、雑誌、広告、段ボール

紙、雑紙（菓子箱、メモ用紙、ダイ

レクトメール等の小さな紙）は、す

べて分別して資源ごみの回収

（資源回収）に出している  

  245 人 60.6% 
 

２ 新聞、雑誌、広告、段ボール

紙は分別して資源ごみの回収

（資源回収）に出しているが、雑

紙（菓子箱、メモ用紙、ダイレクト

メール等の小さな紙）は、可燃ご

みとして出している  

  127 人 31.4% 
 

３ すべて可燃ごみとして出して

いる  
  20 人 5% 

 

４ その他    10 人 2.5% 
  

 

（問２９）紙ごみを可燃ごみとして出している理由はなんですか＜複数回答可＞  

１ 分別が面倒だから    65 人 16.1% 
 

２ 回収日が少なく、保管場所が

ないから  
  67 人 16.6% 

 

３ 雑紙を資源回収に出せること

を知らなかったから  
  41 人 10.1% 

 

４ その他    19 人 4.7% 
  

 

（問３０）レアメタル等の有用金属のリサイクルを推進するため、小型家電（携帯電話、電話機、電子レンジ

など）を分別回収する市町村が県内で広がってきています。この取組について、どう思われますか  

１ 積極的に実施すべき   295 人 73% 
 

２ 実施しないよりはした方がよ

い 
  91 人 22.5% 

 

３ 実施しなくてもよい   8 人 2% 
 

４ その他   6 人 1.5% 
  

 



（問３１）県や市町村の広報誌、ホームページ等で提供している廃棄物に関する情報についてどう思われま

すか。  

１ 充足している   44 人 10.9% 
 

２ おおむね充足している   217 人 53.7% 
 

３ やや不足している   110 人 27.2% 
 

４ 不足している   31 人 7.7% 
  

 

（問３２）廃棄物の処理やリサイクルに関し、どんな情報が知りたいですか。＜複数回答可＞  

１ ごみの分別方法    187 人 46.3% 
 

２ 家庭でできるごみの減量方

法  
  198 人 49% 

 

３ ごみ処理の現状（処理の流

れ、処理量、費用）  
  135 人 33.4% 

 

４ スーパー等の店頭回収の情

報  
  175 人 43.3% 

 

５ リサイクルショップやフリーマ

ーケットの情報  
  127 人 31.4% 

 

６ 産業廃棄物に関する情報（ど

う処理されているか）   
  104 人 25.7% 

 

７ 子ども向けの情報    77 人 19.1% 
 

８ その他    15 人 3.7% 
  

 

（問３３）廃棄物の減量やリサイクルを推進するために、今後、特に力を入れるべきだと思うのは何ですか。

＜２つまで選択可＞  
１ 廃棄物に関する情報提供の

充実 
  156 人 38.6% 

 

２ 学校等での環境教育の充実   132 人 32.7% 
 

３ 家庭におけるごみ処理を促進

する支援の充実（生ごみ処理機

等の購入補助等） 

  175 人 43.3% 
 

４ スーパー等におけるレジ袋の

有料化、簡易包装の推進 
  79 人 19.6% 

 

５ ごみ処理の有料化（ごみ袋の

値上げ等） 
  12 人 3% 

 

６ リサイクルする体制の充実

（新たな分別回収の実施、資源

物回収拠点の整備等） 

  141 人 34.9% 
 

７ その他   13 人 3.2% 
  

 


